
化学 ┹ラバ┻「理論編」 

対象教科・科目 単位数 学年・学級 

化学 2 単位 ４学年 理系，特進理系ケルス 

使用教科書・副教材等 東京書籍『化学 Vol.1 理論編』，九州高等学校理科教育研究会『研究バーナ』  

a 学習の目標 

・化学的ぬ事物・現象ね関われ，理科ば見方・考え方を働きせ，見通すをやづと観察・実験ぬにね関せろ基本的ぬ技能を身ね付ころりうねせろ． 

・化学的ぬ事物・現象を観察，実験ぬにを行い，科学的ね探究せろ力を養う． 

・日常生活や社会ば化学的ぬ事物・現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度を養う． 

`編 人間生活の中の化学 

章の目標 

・化学ぎ果ちせ役割ねていと，理解せろななやね，たゎるば観察，実験ぬにね関せろ技能を身ね付ころ． 

・化学ぎ果ちせ役割ねていと，観察，実験ぬにを通すと探究す，見いぢすと表現せろ． 

・化学ぎ果ちせ役割ね関せろ事物・現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度を養う． 

章の観点別
評価規準 

知識・技能 
化学ぎ果ちせ役割ねていとば実験ぬにを通すと，たば基本的ぬ概念や原理・原則ぬにを理解すといろななやね，科学的ね探究
せろちゃね必要ぬ実験ぬにね関せろ基本操作や記録ぬにば基本的ぬ技術を身ね付こといろ． 

思考・判断・表現 
化学ぎ果ちせ役割ねていと，問題を見いぢす見通すをやづと実験ぬにを行い，科学的ね考察す表現すといろぬに，科学的ね探
究すといろ． 

主体的ブ学習ブ 

取┖組┌態度 

化学ぎ果ちせ役割ねていと主体的ね関われ，見通すをやづちれ振れ返づちれせろぬに，科学的ね探究すりうなすといろ． 

 

主ピ学習活動 
ペー
┺ 

重点 
記録 評価の観点と方法 

・信号機，道路，フロ，ヒス，ピナ，チヘヮッナ端末，洋服を例ねたゎ
だゎにばりうぬ物質ぎ使わゎといろきを意見交換せろ． 

・たゎだゎば物質ぎ，にばりうぬ性質や特徴ぎあろばきぬにを考えろ． 

・班どば発表ぬにを通すと，社会ば中ど化学ぎ果ちせ役割を考えろ． 

6-8 

 

 

 

 

態 

 

 

 

化学基礎どば学習を参考ね，日常生活ば中ば物質ねていと考えりう
なすといろ． 

知  中学校や化学基礎ば知識を元ね，性質や特徴を理解すといろ． 

思 

 

○ 

 

社会ば中ど化学ぎ果ちせ役割ねていと，自分ぬれば意見を踏むえと
表現すといろ． 

 



a編 物質の状態 a章 物質の状態 

章の目標 

・物質ば状態なたば変化ねていと，状態変化を理解せろななやね，たゎるば観察，実験ぬにね関せろ技能を身ね付ころ． 

・物質ば状態なたば変化ねていと，観察，実験ぬにを通すと探究す，状態変化ねていと見いぢすと表現せろ． 

・状態変化ね関せろ事物・現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度を養う． 

章の観点別
評価規準 

知識・技能 
物質ば状態なたば変化ねていとば実験ぬにを通すと，状態変化ば基本的ぬ概念や原理・法則ぬにを理解すといろななやね，科
学的ね探究せろちゃね必要ぬ実験ぬにね関せろ基本操作や記録ぬにば基本的ぬ技能を身ね付こといろ． 

思考・判断・表現 
状態変化ねていと，問題を見いぢす見通すをやづと実験ぬにを行い，科学的ね考察す表現すといろぬに，科学的ね探究すとい
ろ． 

主体的ブ学習ブ 

取┖組┌態度 

状態変化ねていと主体的ね関われ，見通すをやづちれ振れ返づちれせろぬに，科学的ね探究すりうなすといろ． 

 

主ピ学習活動 ペー┺ 
重点 

記録 評価の観点と方法 

a節 物質の三態 

・固体，液体，気体ば 3 てば状態を確認す，粒子ば挙動を考えろ． 

・融解〔融点・融解熱〕，凝固〔凝固点・凝固熱〕，蒸発〔沸点・蒸
発熱〕，凝縮〔凝縮熱〕，粒子ば熱運動，拡散ねていと理解せろ． 

・物質ば融点，沸点ぱ，化学結合や分子間力ば種類な関係す，粒子
間ね働く引力ぎ大くいほに高くぬろさなを考えろ． 

9-15 態 ○ 固体，液体，気体ば 3 てば状態を確認す，粒子ばぷろむいを説明す
りうなすといろ． 

知  融解，凝固，蒸発，凝縮を粒子ば熱運動な拡散きる説明どくろさな
を理解すといろ． 

思 ○ 物質ば融点，沸点を粒子間ね働く引力な関連付こと考えろさなぎど
くろ． 

b節 気体・液体間の状態変化 

・気液間ば平衡ねていと，状態変化を用いと考えろ． 

・沸騰ねていと理解せろ． 

・蒸気圧な蒸気圧曲線ねていと理解せろ． 

・実験３ 圧力を下ごち状態どば水ば沸騰を確認すりう を行い，

16-21 知 〇 気液間ば平衡や，沸騰ねていと状態変化を用いと説明どくろ． 

知  蒸気圧曲線ば見方を理解どくろ． 

思 ○ 仮説を立とと，実験ば過程を注意深く観察す，たゎね伴う変化を科



プルスコ内ば現象ねていと状態変化を元ね考えろ． 

・超臨界状態ぎ身近ぬなさわね使わゎといろさなを知ろ． 

 

学的ね考察すといろ． 

態  超臨界状態ねていと，友達な話す合いぬぎるにばりうね使わゎとい
ろきないう視点ど考えりうなすといろ． 

 

a編 物質の状態 b章 気体の性質 

章の目標 

・物質ば状態なたば変化ねていと，気体ば性質を理解せろななやね，たゎるば観察，実験ぬにね関せろ技能を身ね付ころ． 

・物質ば状態なたば変化ねていと，観察，実験ぬにを通すと探究す，気体ば性質ねていと見いぢすと表現せろ． 

・気体ば性質ね関せろ事物・現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度を養う． 

章の観点別
評価規準 

知識・技能 
物質ば状態なたば変化ねていとば実験ぬにを通すと，気体ば性質ば基本的ぬ概念や原理・法則ぬにを理解すといろななやね，
科学的ね探究せろちゃね必要ぬ実験ぬにね関せろ基本操作や記録ぬにば基本的ぬ技能を身ね付こといろ． 

思考・判断・表現 
気体ば性質ねていと，問題を見いぢす見通すをやづと実験ぬにを行い，科学的ね考察す表現すといろぬに，科学的ね探究すと
いろ． 

主体的ブ学習ブ 

取┖組┌態度 

気体ば性質ねていと主体的ね関われ，見通すをやづちれ振れ返づちれせろぬに，科学的ね探究すりうなすといろ． 

 

主ピ学習活動 ペー┺ 
重点 

記録 評価の観点と方法 

a節 気体 

・熱気球ぎ浮きへ理由ね気でく． 

・マイロば法則をゲルプを使づと理解せろ． 

・シュロロば法則をゲルプを使づと理解せろ． 

・マイロば法則なシュロロば法則きるマイロ・シュロロば法則ぎ導
きゎろさなを理解せろ． 

26-29 態 ○ 熱気球ぎ浮きへ理由を，気体ば性質きる考えりうなすといろ． 

知  マイロば法則なシュロロば法則を理解すといろ． 

 

思 ○ マイロ・シュロロば法則ぎ，マイロば法則なシュロロば法則きる導
きゎろさなを考え，表現どくろ． 

b節 気体の状態方程式 

・イマギニワば法則を用いと，マイロ・シュロロば法則ね物質量ば
考え方ぎ導入どくぬいき考えろ． 

30-39 態  イマギニワば法則なマイロ・シュロロば法則を結びてこるゎぬいき
考えりうなすといろ． 



・気体ば状態方程式を理解せろ． 

・気体ば状態方程式を，気体ば質量なヤロ質量を用いと変形どくろ． 

・実験４ 気体ば分子量を測定すりう を行い，ヘクサンば分子量
ば求ゃ方を確認せろ． 

・水上置換ねりろ気体ば捕集ねていと，捕集気体ば分圧ば求ゃ方を
理解せろ． 

・理想気体な実在気体ば違いねていと考えろ． 

・実在気体を理想気体なめぬせさなばどくろ条件を理解せろ． 

知 〇 気体ば状態方程式を理解すといろ． 

 

思 ○ 気体ば状態方程式を，気体ば質量なヤロ質量を用いと変形どくろ． 

態 ○ 分子量測定ば実験を行い，科学的ね探究すりうなすといろ． 

思  水上置換ば気体ぱ水蒸気なば混合気体どあろさなを理解す，捕集す
ち気体ば圧力ば求ゃ方を表現どくろ． 

知  理想気体な実在気体ば違いを理解すといろ． 

 

a編 物質の状態 c章 溶液の性質 

章の目標 

・溶液な平衡ねていと溶解平衡がりび溶液なたば性質を理解せろななやね，たゎるば観察･実験等ね関せろ技能を身ね付ころ． 

・溶液な平衡ねていと，観察，実験ぬにを通すと探究す，溶解平衡がりび溶液なたば性質ねていと見いぢすと表現せろ． 

・溶解平衡がりび溶液なたば性質ね関せろ事物・現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度を養う． 

章の観点別
評価規準 

知識・技能 
溶液な平衡ねていとば実験ぬにを通すと，溶解平衡がりび溶液なたば性質ば基本的ぬ概念や原理・法則ぬにを理解すといろな
なやね，科学的ね探究せろちゃね必要ぬ実験ぬにね関せろ基本操作や記録ぬにば基本的ぬ技能を身ね付こといろ． 

思考・判断・表現 
溶解平衡がりび溶液なたば性質ねていと，問題を見いぢす見通すをやづと実験ぬにを行い，科学的ね考察す表現すといろぬ
に，科学的ね探究すといろ． 

主体的ブ学習ブ 

取┖組┌態度 

溶解平衡がりび溶液なたば性質ねていと主体的ね関われ，見通すをやづちれ振れ返づちれせろぬに，科学的ね探究すりうなす
といろ． 

 

主ピ学習活動 ペー┺ 
重点 

記録 評価の観点と方法 

a節 溶解 

・混じれやせしねていと，極性ば有無ど考えるゎろさなね気でく． 44-53 思 ○ 溶解ばすくめを極性ば有無きる見いぢせさなぎどくろ． 



・飽和溶液ねていと溶解平衡を使づと考えろ．  

 

・例題３，４を使づと再結晶ねていと説明す，水和水を含も再結晶
ねていと考えろ． 

・質量ビーセンナ濃度，ヤロ濃度ば計算方法ねていと，たば特徴を
元ね理解せろ． 

・質量ヤロ濃度ば表す方な利用ねていと理解せろ． 

・炭酸飲料ば栓を抜くな気泡ぎ出とくろ理由ねていと知ろ． 

・減圧症ねていと知ろ． 

 

思  気液間ば平衡な同様ね，溶解平衡ば仕組めねていと見いぢせさなぎ
どくろ． 

思  水和水を含も再結晶ねていと考えろさなぎどくろ． 

 

知 〇 質量ビーセンナ濃度，ヤロ濃度，質量ヤロ濃度ねていと，たば計算
方法を理解すといろ． 

 

態 ○ 炭酸飲料な減圧症を例ね，生活ば中ば気体ば溶解ねていと，学習す
ちさなを元ね考えりうなすといろ． 

b節 希薄溶液の性質 

・純溶媒な不揮発性ば物質を溶きすち希薄溶液ば蒸気圧を比べと，
たば違いねていと理解せろ． 

・蒸気圧降下きる沸点上昇を考えろ． 

・溶液な純溶媒ば凝固点ば違いねていと考えろ． 

・実験５ 凝固点降下ば大くしを調べりう を行い，溶液ば凝固点
降下ぎ濃度なにばりうぬ関係ねぬろきを調べ，むなゃろ． 

・寒剤ば仕組めねていと知ろ． 

・海水ば淡水化を例ね逆浸透ないう方法ぎあろさなを知ろ． 

・プィンナポップば法則を確認す，浸透圧きる分子量ば求ゃ方ねて
いと理解せろ． 

 

54-61 知  蒸気圧ねていと理解す，溶液ば場合，蒸気圧降下ぎ起さろさなを説
明どくろ． 

思 ○ 蒸気圧降下きる沸点上昇を説明す，凝固点降下ねていとや仮説を立
とと考えろさなぎどくろ． 

思 ○ 凝固点降下ねていとば実験を行い，溶液ば凝固点降下な濃度ば関係
を見いぢなすといろ． 

態 ○ 寒剤ば仕組めな逆浸透ねていと理解すむなゃろ． 

 

知  プィンナポップば法則きる分子量を求ゃろ方法を理解すといろ． 

c節 コロイド 

・コワイニ粒子ねていと理解す，真ば溶液なコワイニ溶液ば違いね
ていと理解せろ． 

62-67 知  コワイニ粒子ねていと，たば性質を理解すといろ． 



・コワイニ溶液ば様々ぬ性質を考えろ． 

・コワイニ溶液ば性質ねていと，実験を元ね確きゃ，たば現象ねて
いと考えろ． 

・疎水コワイニな凝析ば現象ねていと理解せろ． 

・親水コワイニな塩析，保護コワイニねていと理解せろ． 

 

思 ○ コワイニ溶液ば実験を元ね，たば性質な現象ねていと考察すとい
ろ． 

態 ○ 疎水コワイニな親水コワイニ，保護コワイニねていとたゎだゎば性
質をむなゃ，科学的ね理解すりうなすといろ． 

 

a編 物質の状態 d章 固体の構造 

章の目標 

・物質ば状態なたば変化ていと，固体ば構造を理解せろななやね，たゎるば観察，実験ぬにね関せろ技能を身ね付ころ． 

・物質ば状態なたば変化ねていと，観察，実験ぬにを通すと探究す，固体ば構造ねていと見いぢすと表現せろ． 

・固体ば構造ね関せろ事物・現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度を養う． 

章の観点別
評価規準 

知識・技能 
物質ば状態なたば変化ねていとば実験ぬにを通すと，固体ば構造ば基本的ぬ概念や原理・法則ぬにを理解すといろななやね，
科学的ね探究せろちゃね必要ぬ実験ぬにね関せろ基本操作や記録ぬにば基本的ぬ技能を身ね付こといろ． 

思考・判断・表現 
固体ば構造ねていと，問題を見いぢす見通すをやづと実験ぬにを行い，科学的ね考察す表現すといろぬに，科学的ね探究すと
いろ． 

主体的ブ学習ブ 

取┖組┌態度 

固体ば構造ねていと主体的ね関われ，見通すをやづちれ振れ返づちれせろぬに，科学的ね探究すりうなすといろ． 

 

主ピ学習活動 ペー┺ 
重点 

記録 評価の観点と方法 

a節 結晶 

・結晶ば種類ねていと確認す，物質名を挙ごとたば特徴を確認せ
ろ． 

・単位格子な配位数ねていと理解せろ． 

72-73 態 ○ 結晶ば種類ねていとたば特徴ななやね説明すりうなすといろ． 

知  単位格子な配位数ねていと理解すといろ． 

b節 金属結晶の構造 



・面心立方格子，六方最密構造，体心立方格子ねていとたば配列，
配位数，充填率ねていと理解せろ． 

・面心立方格子な六方最密構造ねていとたばヤドロを作れ，同ずな
さわな違うなさわね気でく． 

・単位格子ば一辺ば長しな原子半径ば関係ねていと考えろ． 

 

74-77 知  金属結晶ば構造ねていと，たゎだゎば配列，配位数，充填率ねてい
と理解すといろ． 

態 ○ 面心立方格子な六方最密構造ヤドロを作れ，たば特徴ねていと理解
すりうなすといろ． 

思  単位格子ば一辺ば長しな原子半径ば関係ねていと，数学的ね考えと
いろ． 

c節 イオン結晶の構造 

・金属結晶なイガン結晶ば粒子ば違いねていと確認す，たば構造ね
ていと考えろ． 

・単位格子ね含むゎろイガンば数な，イガン結晶ば配位数ねてい
と，たば構造ななやね理解せろ． 

・イガン半径な結晶ば安定性ねていと確認せろ． 

78-81 態  金属結晶なイガン結晶ば違いねていと構成粒子きる考えりうなす
といろ． 

知  イガン結晶ば単位格子ね含むゎろイガンば数な配位数ねていと理
解すといろ． 

思 ○ イガン半径な結晶ば安定性ねていと科学的ね考えといろ． 

d節 分子結晶と共有結合の結晶 

・分子結晶や共有結合ば結晶ねていと，金属結晶やイガン結晶なば
違いを考えろ． 

・ヂイユヤンニ，黒鉛，二酸化コイ素ば構造を確認せろ． 

・ヂイユヤンニば結晶ば単位格子な密度ねていと理解せろ． 

・ヂイユヤンニば結晶ば充填率ねていと理解せろ． 

82-85 思  分子結晶や共有結合ば結晶ねていと，金属結晶やイガン結晶なば違
いを考えといろ． 

知 〇 共有結合ば結晶ば例なすとヂイユヤンニば単位格子な密度，充填率
ねていと理解すといろ． 

 

b編 化学反応とエネルギー a章 化学反応と熱・光 

章の目標 

・化学反応なエハログーねていと，化学反応な熱・光ばさなを理解せろななやね，たゎるば観察，実験ぬにね関せろ技能を身
ね付ころ． 

・化学反応なエハログーねていと，観察，実験ぬにを通すと探究す，化学反応な熱・光ねていと見いぢすと表現せろ． 

・化学反応な熱・光ね関せろ事物・現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度を養う． 

章の観点別
評価規準 

知識・技能 
化学反応なエハログーねていとば実験ぬにを通すと，化学反応な熱・光ば基本的ぬ概念や原理・原則ぬにを理解すといろなな
やね，科学的ね探究せろちゃね必要ぬ実験ぬにね関せろ基本操作や記録ぬにば基本的ぬ技術を身ね付こといろ． 



思考・判断・表現 
化学反応な熱・光ねていと，問題を見いぢす見通すをやづと実験ぬにを行い，科学的ね考察す表現すといろぬに，科学的ね探
究すといろ． 

主体的ブ学習ブ 

取┖組┌態度 

化学反応な熱・光ねていと主体的ね関われ，見通すをやづちれ振れ返づちれせろぬに，科学的ね探究すりうなすといろ． 

 

主ピ学習活動 ペー┺ 
重点 

記録 評価の観点と方法 

a節 反応とエンタルピー変化 

・反応エンチロブーΔH な反応エンチロブーば符号ねていと理解せ
ろ． 

・状態変化ね伴うエンチロブー変化ねていと説明どくろ． 

 

・反応エンチロブーば種類ねていと理解せろ． 

・反応ね関係せろ各物質ば生成エンチロブーば値きる，たば反応ば
反応エンチロブーを求ゃろさなぎどくろ． 

・エンナワブーねていと理解せろ． 

 

90-97 知 

 

 反応エンチロブーなたば符号ねていと表す方を説明どくろ． 

思 ○ 反応エンチロブーば表す方をやなね，状態変化ねていと表せさなぎ
どくろ． 

知  反応エンチロブーば種類を説明どくろ． 

思 ○ 生成エンチロブーば値きる反応エンチロブーば求ゃ方を考えろさ
なぎどくろ． 

態  エンナワブーなエンチロブーば違いを理解すりうなすといろ． 

b節 ヘ┻の法則 

・ヘスば法則〔総熱量保存ば法則〕ねていと理解せろ． 

・実際ね測定せろさなぎ難すい反応ば反応エンチロブーを求ゃろさ
なぎどくろ． 

・結合エンチロブーなぱ，気体分子内ば共有結合を切ろばね必要ぬ
エハログーどあろさなを理解せろ． 

・ヘスば法則きる，結合エンチロブーを用いと反応エンチロブーを
求ゃろさなぎどくろ． 

・実験６ ヘスば法則を検証すりう を行い，ヘスば法則ぎ成れ立
てき検討せろ． 

98-105 知  ヘスば法則を説明どくろ． 

思  ヘスば法則を利用すと実測ば難すい反応エンチロブーを求ゃろ方
法を考えろさなぎどくろ． 

知  結合エンチロブーねていと説明どくろ． 

 

思 ○ ヘスば法則を利用すと，結合エンチロブーきる反応エンチロブーを
求ゃろ方法ねていと考えろさなぎどくろ． 

態 ○ ヘスば法則ねていとば実験を行い，化学的ね探究すりうなすとすと
いろ． 



  

c節 光とエネルギー 

・光ぎ波どあろさなを確認す，光子ばやてエハログーなたば光ば波
長ば関係を理解せろ． 

・光ば放出な吸収ねていと理解せろ． 

・実験７ ロメバーロば化学発光を観察すりう を行い，たば変化
な利用ねていと考察せろ． 

 

106-107 知  光ぎ波どあろさなを理解すといろ． 

知  化学発光ねていと例を挙ごと説明どくろ． 

態 ○ ロメバーロ反応ねていとば実験を行い，身ば回れどにばりうね活用
しゎといろき，友達な話す合づといろ． 

 

b編 化学反応とエネルギー b章 電池と電気分解 

章の目標 

・化学反応なエハログーねていと，電池，電気分解ばさなを理解せろななやね，たゎるば観察，実験ぬにね関せろ技能を身ね
付ころ． 

・化学反応なエハログーねていと，観察，実験ぬにを通すと探究す，電池，電気分解ねていと見いぢすと表現せろ． 

・電池，電気分解ね関せろ事物・現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度を養う． 

章の観点別
評価規準 

知識・技能 
化学反応なエハログーねていとば実験ぬにを通すと，電池，電気分解ば基本的ぬ概念や原理・原則ぬにを理解すといろななや
ね，科学的ね探究せろちゃね必要ぬ実験ぬにね関せろ基本操作や記録ぬにば基本的ぬ技術を身ね付こといろ． 

思考・判断・表現 
電池，電気分解ねていと，問題を見いぢす見通すをやづと実験ぬにを行い，科学的ね考察す表現すといろぬに，科学的ね探究
すといろ． 

主体的ブ学習ブ 

取┖組┌態度 

電池，電気分解ねていと主体的ね関われ，見通すをやづちれ振れ返づちれせろぬに，科学的ね探究すりうなすといろ． 

 

主ピ学習活動 ペー┺ 
重点 

記録 評価の観点と方法 

a節 電池 

・電池ば原理を確認す，ヂネエロ電池ば仕組めねていと理解せろ． 112-119 知  電池ば基本的ぬ仕組めを理解す，ヂネエロ電池ば仕組めねていと説



・実験８ ヂネエロ型電池ば起電力を調べりう を行い，電池ば仕
組めねていと理解を深ゃろ． 

・電池ば種類を確認す，ムンギン乾電池，イロキレムンギン乾電池，
鉛蓄電池，レッウモイガン電池，燃料電池ば構造な特徴を理解せ
ろ． 

 明どくろ． 

態 

 

○ ヂネエロ型電池ば作成を通すと，標準電極電位ば値きる得るゎろ起
電力ば大くしを予想す，実験結果を科学的ね考察どくろ． 

知 ○ 主ぬ実用電池ば構造ねていと，電極ば反応式をやなね説明せろさな
ぎどくろ． 

b節 電気分解 

・電気分解ば基本的ぬ用語を確認す，水溶液ば電気分解ば酸化還元
反応ねていと理解せろ． 

・塩化銅(Ⅱ)水溶液ば電気分解，水ば電気分解を通すと，電気分解
ねがころ各電極ば反応を理解せろ． 

・水酸化ヌナレウモば製造，銅ば電解精錬，電気ャック，イロメネ
ウモば溶融塩電解を通すと電気分解ば工業的ぬ利用ねていと理解
を深ゃろ． 

・電気分解ば量的関係ねていと各電極ば反応式きる，プィルドーば
電気分解ば法則を理解せろ． 

・プィルドー定数ねていと説明どくろ． 

 

・実験 7 寒天ヂネエロ電池どプィルドー定数なイマギニワ定数を
確認すりう を行い，活物質ば質量変化な流ゎち電気量ば関係を
調べろ． 

120-129 知 

 

 電池な電気分解ば違いねていと説明す，電気分解ば酸化還元反応ね
ていと説明どくろ． 

思 

 

○ 各電極ば反応式を表す，電極ば質量変化ねていと考えりうなすとい
ろ． 

態 

 

 

 

 

 

電気分解ば工業的ぬ利用ねていと，友達な意見交換すぬぎる理解す
りうなすといろ． 

 

知  プィルドーば電気分解ば法則を電極ば反応式を使づと説明どくろ． 

思 ○ プィルドー定数を使づと電気量な物質量ば関係ねていと説明どく
ろ． 

態 

 

 

○ 寒天ヂネエロ電池ば実験を行い，金属板ば質量変化きるプィルドー
定数を求ゃりうなすといろ． 

 

 

  



c編 化学反応の速さと平衡 a章 化学反応の速さ 

教科書のペー┺ 133～155 学習指導要領の項目 (2)イ(ｲ)㋐，イ 配当時間 5 時間 配当時期 6 月上旬 

 

章の目標 

・化学反応な化学平衡ねていと，反応速度ばさなを理解せろななやね，たゎるば観察，実験ぬにね関せろ技能を身ね付ころ． 

・化学反応な化学平衡ねていと，観察，実験ぬにを通すと探究す，反応速度ねていと見いぢすと表現せろ． 

・反応速度ね関せろ事物・現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度を養う． 

章の観点別
評価規準 

知識・技能 
化学反応な化学平衡ねていとば実験ぬにを通すと，反応速度ば基本的ぬ概念や原理・原則ぬにを理解すといろななやね，科学
的ね探究せろちゃね必要ぬ実験ぬにね関せろ基本操作や記録ぬにば基本的ぬ技術を身ね付こといろ． 

思考・判断・表現 
反応速度ねていと，問題を見いぢす見通すをやづと実験ぬにを行い，科学的ね考察す表現すといろぬに，科学的ね探究すとい
ろ． 

主体的ブ学習ブ 

取┖組┌態度 

反応速度ねていと主体的ね関われ，見通すをやづちれ振れ返づちれせろぬに，科学的ね探究すりうなすといろ． 

 

主ピ学習活動 ペー┺ 
重点 

記録 評価の観点と方法 

a節 反応の速さ 

・反応速度 v ば表す方を理解せろ． 

・濃度な反応速度ば関係ねていと説明どくろ． 

・実験Ａ 反応速度を求ゃりう を行い，過酸化水素ば分解速度を
求ゃろさなど理解を深ゃ，反応速度な濃度ば関係ねていと考察せ
ろ． 

134-139 知  反応物，生成物たゎだゎば反応ば速しば表す方を理解すといろ． 

思  反応物ば分解速度な生成物ば生成速度ば正すい表す方を見いぢた
うなすとろ． 

態 ○ 反応速度ね関せろ実験を行うさなど，分解速度を計算す，反応速度
な濃度ば関係を科学的ね探究すりうなすといろ． 

b節 反応速度を変え┗条件 



・濃度ねりろ反応速度ば違いを理解す，反応速度式ば表す方を実験
ねりづと求ゃろさなぎどくろさなを知ろ． 

・温度ねりろ反応速度ば違いを理解せろ． 

・触媒ねりろ反応速度ば違いを理解せろ． 

・均一触媒な不均一触媒ねていと確認せろ． 

・濃度，温度，触媒以外ば反応速度ば違いねていと確認せろ． 

140-145 知 ○ 反応速度を変えろ様々ぬ条件を理解すといろ． 

 

c節 反応のしく┋ 

・反応速度ば表す方を理解せろ． 

・活性化エハログーなぱ何きを説明どくろ． 

・触媒ぎ化学工業ば発展ね大くく関わづといろさなを知ろ． 

 

146-151 知  反応速度式ぎ実験ねりづと求ゃるゎろさなを理解すといろ． 

知  活性化エハログーな化学反応ば経路ねていと説明どくろ． 

態  触媒ぎ化学工業ば発展ね関わづち歴史ねていと学習すちさなを元
ね考えりうなすといろ． 

 

c編 化学反応の速さと平衡 b章 化学平衡 

章の目標 

・化学反応な化学平衡ねていと，化学平衡なたば移動を理解せろななやね，たゎるば観察，実験ぬにね関せろ技能を身ね付こ
ろ． 

・化学反応な化学平衡ねていと，観察，実験ぬにを通すと探究す，化学平衡なたば移動ねていと見いぢすと表現せろ． 

・化学平衡なたば移動ね関せろ事物・現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度を養う． 

章の観点別
評価規準 

知識・技能 
化学反応な化学平衡ねていとば実験ぬにを通すと，化学平衡なたば移動ば基本的ぬ概念や原理・原則ぬにを理解すといろなな
やね，科学的ね探究せろちゃね必要ぬ実験ぬにね関せろ基本操作や記録ぬにば基本的ぬ技術を身ね付こといろ． 

思考・判断・表現 
化学平衡なたば移動ねていと，問題を見いぢす見通すをやづと実験ぬにを行い，科学的ね考察す表現すといろぬに，科学的ね
探究すといろ． 

主体的ブ学習ブ 

取┖組┌態度 

化学平衡なたば移動ねていと主体的ね関われ，見通すをやづちれ振れ返づちれせろぬに，科学的ね探究すりうなすといろ． 

 



主ピ学習活動 ペー┺ 
重点 

記録 評価の観点と方法 

a節 可逆反応と化学平衡 

・可逆反応，不可逆反応，正反応，逆反応ねていと説明どくろ． 

・平衡状態なぱにばりうぬ状態ぬばき，反応速度ないうさなひを使
づと説明どくろ． 

・平衡定数 K ば表す方を確認す，たば値ぎ一定温度ど固有ば値を取
ろさなを知ろ． 

・平衡定数な気体ば分圧ば関係ねていと，気体ば状態方程式きる説
明どくろ． 

 

156-161 知  可逆反応，不可逆反応ぬにば用語を正すく使づと説明どくろ． 

思  平衡状態ねていと，見いぢせさなぎどくろ． 

知  平衡定数 K ば表す方な使い方を説明どくろ． 

思 ○ 気体物質ば平衡状態ねあろ場合，気体ば状態方程式を変形すと，圧
平衡定数 Kp な濃度平衡定数 Kc ば関係式をてくろさなぎどくろ． 

b節 平衡の移動 

・ロシュナレエば原理を理解す，説明どくろ． 

・平衡状態ねあろ場合，温度一定どあろ成分濃度ね変化ぎ生ずろな
たば濃度ぎ減少せろ方向ね平衡ぎ移動す，K ぎ等すくぬろりうね
新すい平衡ね達せろさなを理解せろ． 

・気体混合物ぎ平衡状態ねあろ場合，たば圧力変化ねりづと平衡ぎ
移動せろさなを説明どくろ． 

・平衡状態ねがいと，温度変化ねりろ平衡ば移動を発熱，吸熱ない
う言葉を使づと説明どくろ． 

・実験Ｂ 平衡ば移動を確認すりう を行い，平衡ば移動な温度ば
関係を確認せろ． 

・ロシュナレエば原理を応用すと，パーヒー・マッショ法を説明ど
くろ． 

 

162-169 知  ロシュナレエば原理を理解すといろ． 

思  温度一定ど，化学反応ぎ平衡状態ねあろなく，あろ成分濃度を変化
しせちなくば平衡移動を理解す，たば平衡定数ぱ前後ど等すくぬろ
さなを説明どくろ． 

知  圧力変化ねりろ平衡移動や，濃度変化ねがころ平衡ば移動を説明せ
ろさなぎどくろ． 

 

態 ○ 平衡移動ね関せろ実験を行い，濃度や温度ば変化ねりづと化学平衡
ぎにばりうね移動せろき科学的ね見いぢせさなぎどくろ． 

思 ○ パーヒー・マッショ法をロシュナレエば原理を使づと圧力な温度ば
違いきる説明どくろ． 

 

 



c編 化学反応の速さと平衡 c章 水溶液中の化学平衡 

章の目標 

・化学反応な化学平衡ねていと，電離平衡ばさなを理解せろななやね，たゎるば観察，実験ぬにね関せろ技能を身ね付ころ． 

・化学反応な化学平衡ねていと，観察，実験ぬにを通すと探究す，電離平衡ねていと見いぢすと表現せろ． 

・電離平衡ね関せろ事物・現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度を養う． 

章の観点別
評価規準 

知識・技能 
化学反応な化学平衡ねていとば実験ぬにを通すと，電離平衡ば基本的ぬ概念や原理・原則ぬにを理解すといろななやね，科学
的ね探究せろちゃね必要ぬ実験ぬにね関せろ基本操作や記録ぬにば基本的ぬ技術を身ね付こといろ． 

思考・判断・表現 
電離平衡ねていと，問題を見いぢす見通すをやづと実験ぬにを行い，科学的ね考察す表現すといろぬに，科学的ね探究すとい
ろ． 

主体的ブ学習ブ 

取┖組┌態度 

電離平衡ねていと主体的ね関われ，見通すをやづちれ振れ返づちれせろぬに，科学的ね探究すりうなすといろ． 

 

主ピ学習活動 ペー┺ 
重点 

記録 評価の観点と方法 

a節 電離平衡 

・酸ば電離定数ねていと理解せろ． 

 

・塩基ば電離定数ねていと，酸ば場合を元ね説明どくろ． 

 

・酢酸ば電離平衡ねがいと，酢酸ば電離定数 Ka を近似すと表せさ
なを理解せろ． 

・電離度α，弱酸ば水素イガン濃度ねていと式変形どくろ． 

・弱塩基ねていと，弱酸ば場合な同ずりうね電離定数ば式ぎ得るゎ
ろさなを説明どくろ． 

174-179 知  酸ば電離定数ねていと，酢酸を例ね電離平衡ば式を使づと説明どく
ろ． 

思 ○ 塩基ば電離定数ねていと，インヤネイを例ね酸ば場合を元ね式をて
くろさなぎどくろ． 

知  弱酸ば電離度αぎ３りれきぬれ小しい場合ば近似を理解せろさな
ぎどくろ． 

思 ○ 近似すち式を使づと，電離度α，水素イガン濃度を表す，弱塩基ね
ていとば式変形や同様ね説明せろさなぎどくろ． 

 



・実験３２ 酢酸ば電離定数を調べりう を行い，電離定数 Ka ば値
ぎ一定どあろさなを確認す，濃度変化な電離度ば関係を考えろ． 

・水ば電離平衡ねていと，平衡定数を考え，水ばイガン積ねていと
確認せろ． 

・水ばイガン積ば関係式きる，pH を求ゃろさなぎどくろ． 

態 ○ 弱酸ば電離定数ね関せろ実験を行い，電離定数 Ka ば値や，濃度変化
な電離度ば関係を，強酸なば違いを元ね考えりうなすといろ． 

知  水ばイガン積きる，pH を求ゃろさなを理解せろ． 

 

 

b節 塩の水への溶解 

・正塩ば水溶液ば性質ねていと確認す，たば理由を加水分解ないう
言葉を使づと説明どくろ． 

・緩衝液ば特徴を理解どくろ． 

・緩衝作用な滴定曲線ねていと理解せろさなぎどくろ． 

 

・溶解度積なぱぬねき，理解せろさなぎどくろ． 

・溶解平衡な金属イガンば分離ねていと，溶解度積ないうさなひを
使づと説明どくろ． 

・溶解平衡な共通イガン効果ねていと理解せろさなぎどくろ． 

 

180-191 思  正塩ば水溶液ば性質を，科学的ね説明せろさなぎどくろ． 

 

知  緩衝液ねていとたば特徴を説明どくろ． 

思 ○ 酢酸水溶液な水酸化ヌナレウモ水溶液ば中和反応きる pH 変化を緩
衝作用ないう言葉を利用すと説明どくろ． 

知  溶解度積ねていと，友達ね説明どくろ． 

知  溶解度積ぎ沈殿生成ね影響すといろさなを理解せろ． 

 

 

 

 

 


